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協働的な学びに着目したバレーボールの授業 

―ICT機器を活用したプレー分析の活動を取り入れて― 

 

信原 智之  阿部 直紀  合田 大輔 

高田 光代  藤村 繰美  三宅 理子 

 

本研究では，ICT 機器を活用しながら，生徒がチームでプレーを分析する活動を取り入れたバレーボールの授業を

実践した。そして，協働的なプレー分析の活動を取り入れることで，単元前後の生徒の意識の変容とその分析活動の

有効性について明らかにすることを目的とした。事前調査と事後調査の比較より，特にバレーボールをすることに対

して苦手意識のあった群において，バレーボールの愛好度，運動有能感，課題発見の項目について肯定的な回答が増

加していた。また，協働的なプレー分析の活動を通して，多角的にプレーを見たことで，今まで気づかなかった課題

をより具体的に発見することができた。そして，どの場面でどのような動き方をすれば良いかが理解できたことによ

り，動きの改善に効果があると考えられ，多くの生徒が分析活動の有効性について認識していたことがわかった。 
 

 

１．はじめに 

 学習指導要領が改訂され，学校教育においては，「一

人一人の児童（生徒）が，自分のよさや可能性を認識す

るとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重

し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り

越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手

となることができるようにすること」（中央教育審議会，

2021）が求められている。そして，文部科学省（2021）

は，新学習指導要領に基づいた児童生徒の資質・能力の

育成に向けて，ICTを最大限活用し，これまで以上に「個

別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ

る必要があることを提言している。 

さらに，GIGAスクール構想の推進により，2021年度か

らはほとんどの義務教育段階の学校において，児童生徒

１人１台の通信端末環境での学習が開始された。当校で

も生徒は ICT 端末を用いながら授業や行事，学級での活

動に参加している様子が多く見られるようになった。こ

のような学習環境の中で，体育の授業でも ICT を活用さ

せながら，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一

体的に充実させていくためにはどのような授業を構成す

る必要があるのだろうか。 

体育の授業における ICT 機器の活用場面としては，お

手本の動画を見て技術を理解する活動や，コート外から

動画を撮影し，その動画を見て学習者が自分の動きを振

り返る活動などが多く挙げられる。しかし，以上のよう

な活動では，一人一台のタブレット端末を活用しなくて

も授業を成立させることが可能だと考える。先に述べた

GIGAスクール構想の考えに則って，「個別最適な学び」

と「協働的な学び」を一体的に充実させるためには，新

たな活用の方法を工夫しなければならないと考える。 

ここで，1 人 1 台の ICT 機器を活用させた先行研究と

して，流川（2021）のバレーボールの実践がある。流川

のバレーボールの実践では，子どもの関心・意欲や思考

力・判断力・表現力などを高められる ICT 機器の活用が

めざされており，従来のような紙の学習ノートに代わり，

タブレット端末を活用し，個人の課題や授業の振り返り

を共有する活動を行っている。その実践の成果として，

手書きよりもタブレット端末に自分の考えや気づきを入

力する方が，振り返りの活動が促されると感じた学習者

が多くいたことが報告されている。そして，自分の考え

が仲間に共有されることが安心感に繋がっているとみら

れ，特に運動が苦手な子どもやうまく自己を表出できな

い子どもも，仲間の意見を参考にしながら自分なりの学

びにたどり着くことができることも成果として挙げられ

ている。さらに，ICT 機器を用いて反転学習を取り入れ

た冨嶋（2021）の実践もある。この実践では，アプリを

活用して課題となる動きの見本の動画をいつでもどこで

も見ることができる環境を整えた。そうすることで，次

回の授業時に課題となる動きの技能ポイントを把握した

状態で授業に臨むことができるとしている。このような

工夫を取り入れることで，例えば自分の動きをじっくり

時間をかけて考えたい生徒にとっては，授業時間ではな

くてもより課題の解決に向かって取り組むことができる

と考えられる。 

このようなことから，ICT 機器を用いて授業を展開す

る際には，いかに学習者一人一人の学びの活性化をはか

とともに，多様な学びへと結びつけることが大切である

と考えられる。 

本研究で取り扱う授業としては，特に運動が苦手な生

徒が主体的に活動に参加し，積極的にグループでの意見

を出し合い，学びを深めることができるような実践をめ

ざしたいと考えた。そのためには，先行研究にも報告さ
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れているような「個別最適な学び」を充実させた上で，

「協働的な学び」も一体として充実させる必要がある。

「協働的な学び」については，授業の中で練習やゲーム

時間の前後での振り返りや，授業毎のまとめの際にチー

ムや全体で意見を共有させる活動を取り入れている授業

が多く見られる。しかし，それだけで「協働的な学び」

と言えるのであろうか。「協働的な学び」をより充実さ

せるためには，ICT 機器を積極的に活用して生徒に自分

たちのプレーを振り返る時間を，十分に確保することと

意見をチーム内で共有する活動をより効率化させること

が重要であると考える。また，運動が苦手な生徒の中に

は，自分だけで良いプレーと悪いプレーの判断をするこ

とが困難である生徒は多くいることが推察される。その

ような生徒にとっては，仲間と一緒に過去のプレーを振

り返りながら，どのようにプレーしていけばよいかにつ

いて考える時間を十分に確保することで学びをより深め

ることができるのではないだろうか。以上のような視点

から単元を構成することで，「個別最適な学び」と「協

働的な学び」を一体的に充実させることができるのでは

ないかと考えた。 

 

２．単元の構想と計画 
本研究では，中学校２年生においてバレーボールを実

施した。バレーボールはネット型球技であり，①攻守の

局面の把握がしやすい，②チームで限られた回数でボー

ルに触れることができるため，コンビネーションプレイ

による攻撃ができる，③得点が決まるごとにプレーが中

断するため，１回のプレー毎の振り返りをしやすいとい

う特徴が挙げられる。従って，レシーブやトス，アタッ

クの個人技能や集団技能について議論したり，課題を発

見したりしやすい教材であると考える。 

 また，バレーボールの楽しさの一つに，「いかに自分

のコートにボールを落とさず，相手コートにボールを落

とすことができるか」ということがあると考える。その

楽しさを味わうためには，相手からのアタックをうまく

レシーブする技術，レシーブからセッターへのパスをう

まく繋げる技術，セッターがアタックしやすいトスをあ

げる技術，狙ったところにアタックを打つ技術などが必

要となる。さらに，アタックを成功させるためには，相

手の守備の状況に応じて，空いているところを狙ってア

タックを打つ，ブロックをかわしながらアタックを打つ，

フェイントで相手の意表をつくなど，意図的に攻撃を組

み立てる必要がある。さらに生徒の学びを深めるために

は，攻撃局面だけではなく守り方についての理解を深め

ていく必要がある。なぜなら，守備の技能が向上して攻

撃を防ぐことができるようになるからこそ生徒は「いか

に相手の守備を交わしながらアタックを成功させること

ができるか」を考える必要性が生まれるからである。一

方で生徒の実態を見ると，特に守備の局面において相手

のサーブやアタックをうまくレシーブすることは難しい

と考えられ，それによって意図的な攻撃を成立させるこ

とはとても難しいことが予想された。 

そこで，吉田（2019）の「ファーストキャッチバレー」

の授業実践を参考とし，相手からのサーブレシーブやア

タックレシーブはキャッチしてもよいというルールを設

定してゲームを展開していくこととした。このルールで

ゲームを行うことで，「技能」のハードルを下げ，役割，

戦術を考えるのに必要な「思考・判断」を重視した授業

を展開できると考えたからである。なお，吉田の実践は，

女子中学生が対象の実践であり，コートはバドミントン

コートを使用し，ネットの高さも 180cm に設定して行っ

ている。本研究の対象者は，中学 1 年時に「キャッチバ

レーボール」を題材とし，４vs４のゲームを経験してい

る。その際のルールは，レシーブと味方からのパスにつ

いてはキャッチしてもよいとし，ネットの高さは 200cm

に設定してゲームを行った。その授業を通して，多くの

生徒は基本的なルールやポジションの役割，ボール操作，

動き方の技術などに関してはある程度の理解があると考

えられた。従って，これまでの学習を発展させるために，

本単元のメインゲームは，６人制バレーボールの形式を

採用することとした。６人制のゲームにすることにより，

今までよりもコートサイズが大きくなり，あわせて，プ

レイヤー人数が増えるため，仲間との連携した動きが多

様化し，自他のスペースを巡る攻防を発展させることが

できると考えた。 

 また，先述した流川や冨嶋の実践例を参考として，振

り返りの場面や意見共有の場面，そして，チームでのプ

レーを分析する場面において，ICT 機器を活用していく

こととした。具体的な授業の工夫は以下の通りである。 

①授業の振り返りを従来の紙の学習ノートではなく，生

徒の ICT機器から入力できるようにすること。 

②授業の振り返りを入力する際，授業の様子がわかるよ

うに，ウェブ上でゲームの動画を見ることができるよ

うにしておくこと。 

③生徒が入力した授業の振り返りを共有する活動を取り

入れることで，チームの仲間がどのような考えをもっ

ているかについて知るきっかけをつくること。 

④プレーを分析する活動の際には，チームで動き方を考

える時間が十分に確保できるように，教師は一人一人

の生徒がどのような役割を担うかについて，予め分担

すること。 

以上のような活動を通して，ICT 機器を活用して，自

分のコートにボールを落とさず，相手コートにボールを

落とすことができるかという攻防を味わうことができる

-155-



授業を展開していきたいと考えた。 

なお，学習を効率化させるために，Google が提供する

サービスの一つである「Google Classroom」を用いるこ

ととし，動画資料の提示や授業の振り返りを実施するこ

ととした。また，授業の振り返りは，アンケート作成・

管理が可能となるソフトウェアである「Google Form」を

用いて，授業間の休憩時間や放課後，自宅に帰ってから

授業の振り返りを記入させた。 

さらに，単元の前後に事前調査と事後調査を行い，生

徒のバレーボールに対する意識（バレーボールの愛好度，

運動有能感，課題発見に関する認識）を調査した。 

 

３．研究の目的と手続き 

（１）研究の目的 

本研究は，ICT 機器を活用しながら生徒がチームでプ

レーを分析する活動を取り入れたバレーボールの授業を

実践した。そして，単元の中に協働的なプレー分析の活

動を取り入れることで，その前後の生徒の意識の変容と

その分析活動の有効性について明らかにすることを目的

とする。 

（２）研究の対象 

広島大学附属福山中学校２年生 男子 40名 

（３）期間 

 2021年 11月～12月 

（４）分析方法 

①事前調査と事後調査の結果の比較から，生徒全体のバ

レーボールの愛好度，運動有能感，課題発見の項目に

おける変容について考察する。その際，事前調査でバ

レーボールが不得意であると回答していた生徒を不得

意群とし，特に苦手と感じている生徒がどのような意

識の変容があったかについて分析する。 

②第８時に行ったプレー分析の活動の効果について，生

徒の分析事例やその後の振り返りをもとに検証する。 

③事後調査における，生徒が単元のまとめとして記述し

た内容から，プレー分析の活動の有効性について考察

する。 

 

４．単元の経過 

表１は，単元計画を示している。以下では，単元はじ

め，なか，おわりにおける授業の実際について提示する。 
（１）単元はじめ 

第１時から第４時を単元はじめとし，オリエンテーシ

ョンと基本的なボール操作技能や動き方を学ぶ時間とし

て位置づけた。第１時では，授業概要の説明やチーム分

けをした後，試しの６vs６のゲームを行った。６vs６の

試しのゲームは，以下のようなルールで行った。 

①コートサイズ･･･９ｍ×18ｍ 

②ネットの高さ･･･２ｍ10ｃｍ 

③得点形式･･･ラリーポイント制 

④ローテーション･･･サーブ権を獲得したときにポジシ

ョンの位置を変える。 

⑤触球回数･･･３回（ただし，ファーストレシーブはキャ

ッチしても良い） 

⑥サーブ･･･相手コートのアタックラインより後方へ下

投げで投げ入れる。 

第２時からは，ウォーミングアップと個人スキルの向

上を目的としたスキルアップドリルを取り入れた。本研

究では，特にファーストキャッチバレーのルールでゲー

ムを展開していくため，特にレシーブにおけるボールを

キャッチする技能，トスにおけるオーバーハンドパスの

技能，そしてアタックの技能が必要だと考えた。そこで，

スキルアップドリルで以下の６種目を行った。 

①フットワーク･･･サイドライン間を２往復する。（１往

復目はダッシュ，２往復目はサイドステップ）切り返

す際の 1歩目を速くすることを意識する。 

表１ 授業の単元計画 

時 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

50分

0分

10分

20分

30分

40分

オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

試
し
の

6
対
6

コート準備 ・ 集合 ・ 出席確認 ・ あいさつ ・ 本時の目標確認

ス
キ
ル

ア
ッ
プ

ド
リ
ル

準備運動 ・ スキルアップドリル

ゲ
ー
ム

４
対
４
①

整理運動 ・ 本時の振り返り ・ 次時の確認 ・ 片づけ

ゲ
ー
ム

４
対
４
②

ゲ
ー
ム

４
対
４
③ ゲーム

６vs６②

ゲーム

６vs６①

プ
レ
ー
分
析

の
活
動

準備運動 ・ チーム練習

ゲーム

６vs６①

ゲーム

６vs６②

技
能

テ
ス
ト

まとめ
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②アタックステップ･･･アタックラインから助走をつけ

て踏み切り，アタックの動作を行う。特に助走スピー

ドを踏み切り動作により真上にジャンプする力に変換

すること，空中でバランスを崩さずアタック時の腕の

スイングを行うことを意識する。 

③ギリギリキャッチＡ･･･２人ペアで行う。ペアとの距離

は５ｍ程度。ペアの１人が投げたボールを相手が床ギ

リギリの位置で両手でキャッチする。ボールの正面に

入り，腰を落とす動作を意識させることで，アンダー

ハンドレシーブへの繋がりを持たせる。 

④ギリギリキャッチＢ･･･２人ペアで行う。ペアとの距離

は５ｍ程度。ペアの１人がパスを出したボールを相手

が最高到達点でキャッチする。アタックのステップで

ジャンプし，最高到達点でキャッチすることを意識さ

せることで，アタックの助走からボールにタイミング

を合わせる技術への繋がりを持たせる。 

⑤スタンディングスパイク･･･２人ペアで行う。ネットを

挟んでアタックラインの位置で向かい合う。一方が直

上にトスしたボールをスタンディングスパイクで相手

に打つ。ボールを正確に捉え，相手コートに返球する

技能の向上を図る。 

⑥対面トス･･･２人ペアで行う。アタックに繋げるため

に，オーバーハンドパスでネットの２倍程度の高さの

パスを出すことを意識する。 

また，単元はじめでは，ゲームのルールの理解と役割

に応じた動き方（レシーバー・セッター・アタッカー）

の理解と習得を目的として，４vs４のミニゲームを毎時

間行った。なお，４vs４のミニゲームは，三宅他（2011）

の実践を参考とし，６vs６のコートよりも小さいコート

サイズ（５ｍ×14ｍ）で行った。特に，レシーバーは相

手からのサーブやアタックをキャッチしセッターにパス

を出すこと，セッターはレシーバーからのパスをアタッ

カーへセットアップすること，アタッカーはセッターか

らのセットアップに合わせるためにアタックラインまで

下がり，アタックの準備をすることを習得すべき動き方

として提示した。 

 単元はじめの授業を通して，学習者は４vs４の動き方

を少しずつ理解していた様子であった。そして，授業前

に教師が前時の生徒の振り返りを取り上げて共有した。

具体的には，レシーブの構えについて，ネット際でのレ

シーブからの攻撃の組み立てについて，アタッカーの準

備動作について，相手コートの空いている場所について，

自コートのスペースを埋めるポジショニングについて，

ブロックについた味方のフォローの動きについての内容

を取り上げた。 

（２）単元なか 

 第５時から第８時を単元なかとし，４vs４で学んだ動

きを活かしながら，第７時まで６vs６のメインゲームで

の動き方を学んでいくこと，第８時では６vs６のゲーム

を振り返りながら，自分たちのチームの攻め方・守り方

の理解を深めることを授業の目標として位置づけた。 

 第５時から第７時の３時間では，４vs４のミニゲーム

と６vs６のメインゲームにおける違いを考えさせなが

ら，授業を展開した。特に生徒の振り返りをもとにして，

ポジショニング，味方との距離感，スペースについての

内容を取り上げた。 

また，６vs６のゲームを撮影し，その動画を Google 

Classroom にアップロードすることで，生徒が動画を見

て振り返りをすることができるようにした。これによっ

て，客観的に自分達のプレーを見ることができ，授業の

際には気づくことができなかったことを発見することが

できると考えた。ゲームの動画は，体育館２階のコート

の後ろ側からコート全体が映るように撮影した（図１）。

なお，生徒には，事前に動画を Classroom 上にアップロ

ードすることの承諾をとり，個人情報の保護の観点から

動画のコピーや転載をせず，閲覧のみで使用することに

ついて十分に説明を行った。 

第８時では，教室でチームごとに試合の動画を見なが

らプレー分析を行い，攻め方と守り方について考える活

動を行った。 
活動の目的として，今までの試合の動画から，客観的

に見た自分達の動きを知ること，自分たちのプレーでう

まくいった時とうまくいかなかった時はどのような場面

なのかを理解すること，今後のチームの戦術をどのよう

にしていくかを決めることの３点を生徒に示した。 
また，活動上の注意点として，自分の役割を果たすよ

う，責任をもって活動に取り組むこと，チームの仲間の

意見を尊重しながら，お互いの意見を出し合いながら考

えを深めること，解決できそうにない場合は遠慮なく教

師に相談することの３点を生徒に示した。 
そして活動は，①第５時～第７時での試合の動画を見

て，自分たちのプレーを振り返る，②次回以降における

図１ ６vs６の動画 
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戦術を設定するという順序で行った。 

活動を円滑に進めるため，各班に作業内容を示した

Googleの「スライド」を活用しながら，各班で分析を行

った。作業をするにあたって，事前に各グループで，第

５時～第７時のうち誰がどの試合を見るのかという役割

分担を教師が割り振った。それぞれ決められた動画を見

ながら，基本的に３人ずつ１授業時間分を担当すること

とした。まず生徒は，自分が担当する動画を見ながら，

自分たちのチームの攻撃が成功した場面と，守備が失敗

した場面を取り上げた。そして，攻撃場面ではなぜ自分

たちのチームのアタックが成功したのか，守備場面では

なぜ相手チームのアタックが成功したのかについて考え

ていった。その際，取り上げた場面をグループで共有す

ることができるように，スライドに相手，自分のチーム

のアタッカー，ボールの動きをそれぞれの場面ごとにま

とめさせた。 

 最後に，それぞれの攻撃場面と守備場面における振り

返り作業から，攻撃場面と守備場面でどのようなことを

考えながらプレーすれば良いのか，仲間との連携した攻

撃，守備を成功させるためにどのようにプレーしていく

必要があるのかについて，チームごとにスライド上でま

とめさせた。 

（３）単元おわり 

第９時から第 12時を単元おわりとし，第８時で各チー

ムが考えた攻め方や守り方の内容を踏まえて，メインゲ

ームをすることを目標とした。そして，第９時～第 11

時の６vs６のメインゲームは，より多くの生徒がプレー

に夢中になれるように，ゲーム中は勝ち負けを意識して

一生懸命にプレーするよう伝えた。また，今までは，授

業開始後に準備運動とスキルアップドリルを行っていた

が，第 10 時と第 11 時では，準備運動をした後にチーム

練習の時間を設けた。その時間では，チーム内での４vs

４ミニゲームや，ネット際からトスを上げてアタックの

練習をするなどの活動が多く見られた。 

 

５．結果と考察 

（１）事前調査と事後調査の結果から 

事前調査と事後調査では，バレーボールの愛好度，運

動有能感，課題発見に関する質問項目に対して，生徒に

回答させた。各質問項目は，４件法（①：当てはまらな

い，②：あまり当てはまらない，③：少し当てはまる，

④：当てはまる）で行った（表２）。その結果，事前調

査よりも事後調査の方が全体的により高い数値を示して

おり，全ての質問項目について，③：少し当てはまる，

④：当てはまると回答した生徒の割合が増えたことがわ

かる。 

ここで，事前調査でバレーボールが不得意であると回

答していた生徒を不得意群とした。そして，事前調査と

事後調査の質問項目に対して不得意群が回答した結果の

一覧を作成した（表３）。事前調査よりも事後調査の方

が不得意群だけを見ると，各質問項目について，③：少

し当てはまる，④：当てはまると回答した生徒の割合が

増えたことがわかる。特に，不得意群における質問②「バ

レーボールをすることが好きだ」の回答の結果から，④

：当てはまる，と回答した生徒が大きく増えており，多

くの生徒がバレーボールの愛好度が高まったことがわか

る。また，質問③「バレーボールをすることが得意だ」

の回答の結果からは，不得意群のおよそ４割程度の生徒

は授業によってバレーボールが得意になったと感じたこ

とが見られる。 

事後調査の「バレーボールの楽しさとはどのようなこ

とだと思いますか？」という質問に対する不得意群の生

徒の自由記述の内容では，「アタックやレシーブがうま

く成功したときが一番楽しい。」という記述が見られた。

これは，本研究ではファーストキャッチバレーのルール

を採用したことにより，プレーが簡易化され，苦手な生

徒もアタックやレシーブが成功する場面が生じやすかっ

たのではないかと考えられる。実際に授業の中でも，運

動が苦手な生徒が夢中になって自分のコートにボールを

落とさないようにしている姿や，相手のコートにボール

を返球しようとする姿がたくさん見られた。 

また，表４は事後調査における不得意群の知識・技能

に関する質問項目に対する回答の一覧である。表４から，

特に技術の理解に関しては，ほとんどの生徒が③：少し

当てはまる，④：当てはまる，と回答している。そして，

技能の上達に関する質問（質問⑧「攻撃場面における基

表２ 事前調査と事後調査の比較（全体） 

（①当てはまらない　②あまり当てはまらない　③少し当てはまる　④当てはまる）

① ② ③ ④ 平均

バレーボールをすることが好きだ（事前） 0 7 22 11 3.10

事後調査 0 4 14 22 3.45

バレーボールを見ることが好きだ（事前） 2 6 19 13 3.08

事後調査 1 3 12 24 3.48

バレーボールをすることが得意だ（事前） 10 18 11 1 2.08

事後調査 3 14 21 2 2.55

手を使ったボール操作が得意だ（事前） 6 18 10 6 2.40

事後調査 4 12 12 12 2.80

自分の課題を見つけることができた（事前） 0 9 20 11 3.05

事後調査 1 1 14 24 3.53

他者の課題を見つけることができた（事前） 1 12 22 5 2.78

事後調査 3 7 17 13 3.00
⑥

①

生徒全体（４０名）

②

③

④

⑤
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本的な技能が上達した」，質問⑩「守備場面における基

本的な技能が上達した」，質問⑫「ボールを持っていな

いときの動きが上達した」，質問⑭「仲間と連携した動

きが上達した」）に関しては，技術の理解ほどではない

が，多くの生徒が肯定的に回答している。以上のことか

ら，不得意群の多くの生徒は，技術の理解と技能の上達，

ゲームでの動き方がわかることが，バレーボールの楽し

さを実感することに繋がり，それにともなってバレーボ

ールの愛好度や運動有能感が向上したのではないかと考

えられる。 

さらに，表３より不得意群の多くの生徒は，事後調査

における質問⑤「自分の課題を見つけることができた」

という質問に対して，肯定的に回答していることがわか

る。授業を通して学んだことについての生徒の自由記述

で「プレー後に反省をすることの大切さを改めて理解し

た。」，「チームメイトで動きを分析することの大切さ

（を学ぶことができた）。」といった記述が見られてい

た。本研究の授業の構成として，生徒が毎時間授業の振

り返りを Googleフォームで入力する活動，ゲームを始め

る前にチームメイトの前時の振り返りと本時の目標を共

有する活動，前半のゲームと後半のゲームの間にコート

外の仲間が撮影した動画を見てプレーを振り返る活動，

そして第８時のチームでプレーを分析する活動と，様々

な場面で自分のプレーを振り返る活動があったことで，

自分の課題を見つけることができた生徒が多くいたので

はないかと考えられる。 

しかし，この質問項目に対して，①：当てはまらない，

②：あまり当てはまらない，という回答をしている生徒

がいる。①：当てはまらないと回答した生徒の授業の振

り返りによると，「飛んできたボールに反応しきれなか

ったことがあった」や「サーブをキャッチしたあとの動

きを正確にしたい」，「エラーを極力しないように動く」

という記述内容が見られた。自分の課題を見つけること

はできているが，レシーブ時のキャッチや味方へパスを

出すという技能がなかなかうまくいかず，自分が失敗を

しないようにプレーをすることに意識が向いていたこと

がわかる。そのため，チームで話し合いをする際にも，

味方との連携した動きや，自他のポジショニングやスペ

ースを考える余裕がなく，課題を見つけることができて

いないという認識になっていたのではないかと考えられ

る。このような生徒には，授業の中で個に応じた指導な

どを行っていたが，それ以外にも，チームの仲間に苦手

な生徒をどのようにサポートをしていくべきかというこ

とについて考えさせたり，支援したりする場面がもっと

あれば良かったと反省している。 

課題発見に関する質問⑥「他者の課題を見つけること

ができた」という質問に対して，不得意群の回答として

は，①：当てはまらない，④：当てはまる，の回答が増

えていることがわかる（表３）。④：当てはまる，の回

答が増えた要因として，本研究では動画を見ながら振り

返る活動を多く取り入れたことにより，自分だけではな

く，他者の課題も見つけることができたということが挙

げられる。そのことは，第８時のチームでプレーを分析

する活動の振り返りで，「自分を含めみんなの動きを客

観的に見ることができ，みんなの長所，短所がわかる」

という生徒の記述からも理解できる。また，「自分の動

きと上手い人の動きを見て，自分の足りないところを発

見できた。」という記述も見られた。つまりこの生徒は，

“他者の上手な動きを見て学ぼう”という意識で動画を

見ていたことが窺え，他者の「良い点」に注目して動画

や他者のプレーを見ていたのではないかと考えられる。

このような意識をもって他者を見ることは大切である表３ 事前調査と事後調査の比較（不得意群） 

（①当てはまらない　②あまり当てはまらない　③少し当てはまる　④当てはまる）

① ② ③ ④ 平均

バレーボールをすることが好きだ（事前） 0 6 18 4 2.93

事後調査 0 4 12 12 3.29

バレーボールを見ることが好きだ（事前） 2 5 14 7 2.93

事後調査 1 3 10 14 3.32

バレーボールをすることが得意だ（事前） 10 18 0 0 1.64

事後調査 3 14 10 1 2.32

手を使ったボール操作が得意だ（事前） 6 15 3 4 2.18

事後調査 4 12 6 6 2.50

自分の課題を見つけることができた（事前） 0 8 14 6 2.93

事後調査 1 1 11 15 3.43

他者の課題を見つけることができた（事前） 1 12 13 2 2.57

事後調査 3 6 13 6 2.79

⑤

⑥

不得意群（２８名）

①

②

③

④

表４ 事後調査の不得意群の回答（知識・技能） 

（①当てはまらない　②あまり当てはまらない　③少し当てはまる　④当てはまる）

① ② ③ ④ 平均

⑦ 攻撃場面における基本的な技術が理解できた 0 2 12 14 3.43

⑧ 攻撃場面における基本的な技能が上達した 1 4 14 9 3.11

⑨ 守備場面における基本的な技術が理解できた 0 1 14 13 3.43

⑩ 守備場面における基本的な技能が上達した 1 6 13 8 3.00

⑪
ボールを持っていないときの動き方を
理解することができた

0 3 11 14 3.39

⑫ ボールを持っていないときの動きが上達した 1 6 10 11 3.11

⑬ 仲間と連携した動きについて理解することができた 0 2 13 13 3.39

⑭ 仲間と連携した動きが上達した 1 5 12 10 3.11

不得意群（２８名）
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が，チームの全員の力を高めていくという観点で，「自

他ともにより良くなるために，他者の課題を見つけるこ

と」の重要性を生徒に伝えることで，他者の良い点以外

の側面が見えるようになり，新たな気づきに繋がるので

はないかと考えられる。 

 
（２）プレー分析の活動の事例と活動以後の授業に

おける生徒の振り返り 

ここでは，第８時のチームでのプレー分析の活動が以

後の授業においてどのような効果をもたらしたかについ

て，Ａ班における事例から考察していくこととする。 

 攻撃がうまくいった場面として，図２，図３のように

まとめている。図２は相手のブロックミスにより得点が

決まった場面である。このことから生徒は，ブロックを

してくる相手をうまく活用することは得点の手段になり

うることに気づいていた。図３は，相手の空いているス

ペースにうまくアタックを打てた場面である。この場面

から，コートの奥側にスペースがあること，自分たちが

攻撃を組み立てる側に相手チームの陣形も寄っているこ

とに気づいていた。 

攻撃場面のまとめ（図４）としては，以下のことが挙

げられた。 

○相手がいないスペース，特にコートの奥の部分を狙っ

てアタックを打つこと 

○アタックに相手のブロックがついた際には，ブロック

アウトを狙う，弱く打ってブロックをかわすこと 

○自分たちが攻撃を組み立てる方向に応じて，相手の陣

形を動かすことができること 
守備がうまくいかなかった場面として，図５，図６の

ようにまとめている。図５は守備が中央に寄っていたた

めサイドのスペースを狙われた場面である。図６は守備

が前方に寄っており，奥側のスペースを狙われた場面で

ある。これらから，生徒はどちらの場面も自分たちの守

備の陣形が偏ったことで生じたスペースを狙われて失点

に繋がったことに気づくことができた。さらに，図５で

はブロックが真ん中側を防ぐように跳んでいたため，空

いているサイドのスペースがより狙われやすくなってい

たことから，自分たちのポジショニングを考慮した上で，

ブロックで防ぐコースやブロックにつく人数を考えるこ

との必要性を生徒は気づくことができたと考えられる。

また，図６では，アタッカーが逆サイドにダッシュして

アタックを打っており，相手がどのような攻撃をするか，

様々な場面を想定して対応することが大切であると生徒

は気づいたと考えられる。 
守備場面のまとめ（図７）としては，以下のことが挙

げられた。 
○守備位置がセンターに寄るとサイドからの攻撃に対応

できないこと 
○前衛と後衛が偏らないようにポジショニングすること 
 そして，第８時の活動を踏まえ，第９時の授業で学ん

だことについて，表５のような振り返りが見られた。①

の記述より，相手がいないスペースを狙うために，相手

のスペースの状況を把握して攻撃を展開し，成功したこ

とがわかる。相手のスペースに関する内容の振り返りは，

第７時までの振り返りには表れなかった。しかし，第８

時での活動をきっかけに，生徒は相手のスペースを狙う

ことの重要性に気づいたということが窺える。 
 ②の記述より，コートの奥へのアタックが減ったこと

がわかる。第７時までの振り返りには，「相手の攻撃が
図４ 攻撃のまとめ 

図３ 攻撃がうまくいった場面② 

図２ 攻撃がうまくいった場面① 
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誰もいないところに落ちるとほぼとれない」という記述

はあるが，守備場面でどこのスペースに落とされている

のかについての記述は表れなかった。第８時の活動の際，

奥側のスペースを狙われていた場面を取り上げ，前衛と

後衛が偏らないように気をつけることで，相手が奥側を

狙いづらくなった，あるいは，どこのスペースが狙われ

ているのかについて思考するようになったということが

窺える。 
③の記述より，第８時に学んだ内容を実践で活かすこ

とができていることがわかる。また，サイドのコースを

防ぐようにブロックをしてセンターに打たせるだけでは

なく，センターのコースを防ぐようにブロックすればサ

イドへ打たせることができるというように，相手の攻撃

を誘導するディフェンスが有効であるということにも気

づいているようであった。 

 
④の振り返りは，事前調査でバレーボールが不得意で

あると回答していた生徒の記述である。第８時の振り返

りでは「覚えていないプレーのほうが多かったので、き

ちんと整理してみると、いろいろと共通点などがあって

面白かった。」と回答している。第８時の活動で，様々

な場面を取り上げて，うまくいく場面やうまくいかない

場面について整理した結果，バレーボールの面白さに触

れることができ，第９時の記述にもあるように，今まで

は実践していなかったブロックに挑戦することができた

のではないかと考えられる。また，第８時の振り返りの

中で，「今まで気づかなかったことに、友達と話しなが

ら気づけたこと」が今回の活動で良かった点であると述

べている。このことからも，第８時の活動では特にチー

ムの仲間と協働しながら分析を進めていったことで，第

９時における成功体験がより大きく影響したのではない

かと考えられた。ゆえに，バレーボールの楽しさを知る

きっかけになったのではないかと考えられる。 
以上のように，①～③の記述からは，プレー分析の活

動を踏まえてゲームを行うことにより，生徒はプレーを

振り返る内容がより具体化しており，意図的なプレーを

しようとしていることが窺えた。また，④の記述からは，

仲間との協働的なプレー分析の活動により，特にバレー

ボールが苦手な生徒も自分が貢献できそうな役割を見つ

けることができたことで，バレーボールの楽しさに触れ

ることができたと考えられた。 
 
 

◎本時（第９時）の授業で学んだことについて 

①「相手陣地をしっかりと見て隙ができたところにボール

を打ち込めて点が決まったときの達成感や一体感。」 

②「相手のアタックが守備を超えて、コートの奥に決めら

れることが減った。」 

③「ブロックでコースを絞る，ということの大切さがわか

った。前回の話し合いのときにもいっていたブロック単

体で決めるのではなく，サイドに飛んでセンターに打た

せる（逆も）ことで，一気に守備が安定した。」 

④「今回は新しいことに挑戦してみました。例えばブロッ

ク。相手のボールは強くてかなり怖かったのですが，2

回ほどうまくできたので自分的にはかなり嬉しかった

です。（中略）チームメンバーからたくさんのアドバイ

スをもらってここまでこれたのは，本当に紛れもない事

実で，苦手意識が強かったバレーボールが楽しくて仕方

ないのは仲間のおかげです。」 

表５ 第９時の授業の振り返り（一部抜粋） 

図５ 守備がうまくいかなかった場面① 

図６ 守備がうまくいかなかった場面② 

図７ 守備場面のまとめ 
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（３）事後調査における，チームでのプレー分析の

活動の有効性について 

ここでは，第８時のチームでのプレー分析の活動が生

徒にどのような効果をもたらしたかについて，事後調査

の結果から考察していく。 

図８は事後調査の「チームでのプレー分析の活動は，

自分やチームにどのような効果をもたらしたと思います

か」という質問項目における，自由記述の内容をテキス

トマイニングツール（計量テキスト分析用ソフトウェア

「KHCoder」）により分析したものである。また，頻出語

は表６に示す通りである。頻出語の上位には，「自分」，

「動き」，「見る」というキーワードが挙げられている。

「実際に試合があった直後に話し合うことと少し時間を

おいて話し合うことで違った視点から試合を見ることが

できたり，動画で振り返って忘れかけていたところをも

う一度思い出して次の試合につなげることができた。」

という記述からは，生徒は自分が気づいていなかったこ

とに気づくことができることを有効性の一つとして認識

していることがわかる。さらに，プレーを見る角度によ

っても見えるものが違うということも気づくことができ

たとわかる。また，「自分たちのチームの失敗点や不安

定な点を相手のチームに置き換えて，どのようなときに

点を入れやすいかということに気づけたことが効果的だ

と思いました。」という生徒の記述も見られた。これは，

自分のチームの失敗した場面と同じ場面が相手チームで

発生すれば，自分のチームはうまくいくだろうと生徒は

考えていたことがわかる。このことから，どのような視

点をもって動画を見ればよいかということを生徒により

具体的に提示すると，プレー分析の活動はより深まった

のではないかと考えられる。 
図８の「守備」，「攻撃」，「スペース」というキー

ワードの部分においては，「攻撃や守備のときにどこが

隙間になりやすいかなどのことがすぐに分かった。」，

「攻撃・守備のときに、空いているスペースにアタック

をしたり、自分たちのコートに空いているスペースがな

いか意識して守ることができた。」という生徒の記述が 
見られた。これは，プレー分析の活動を通して，どこに

スペースが生じやすいか，ということの理解が深まった

のではないかと考えられる。単元なかにおいても，どこ

に空いたスペースが生じやすいか，などの説明は行って

いたが，実際にプレーがうまくいく場面とうまくいかな

い場面のスペースやポジショニングがどのようになって

いたかを改めて理解することで，動きの改善に繋がった

のではないかと考えられる。それは，「相手からのサー

ブは、自チームのコートの後ろの方に飛んでくるので、

相手サーブが飛んでくる、試合の最初の方は前の方(ネッ

ト近く)に固まらず、後ろの方にいる。」という生徒の記

述からも，具体的にどの場面でどこにスペースがあるの

かということを理解した様子がわかる。 

図８の「苦手」，「連携」，「繋がる」というキーワ

ードの部分においては，「自分たちの苦手なプレーをみ

んなで見つけられて，動きが大幅に良くなった。」，「バ

レーボールが苦手な人も少しずつ動けるようになってい

った。チーム全体の連携の向上に繋がった。」という記 

 

 

 

 

 

 

抽出語 出現回数
自分 19
動き 13
チーム 10
見る 10
プレー 7
思う 7
改善 6
守備 6
良い 6
確認 5
試合 5

表６ 頻出語 

図８ プレー分析の有効性 共起ネットワーク 
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述が見られた。これは，生徒がゲームでうまくいった場

面とうまくいかなかった場面を確認することで，自分た

ちのプレーが改善されたという認識をもっているという

ことが窺える。その中でも，特にバレーボールが不得意

な生徒は，うまくいく場面とうまくいかない場面の違い

をじっくり学ぶことができたことで，プレーの動きが改

善されたことに繋がったのではないかと考えられる。 

 以上より，コート全体を撮影した動画を仲間と協働的

に，十分な時間を使って考えることで，多角的にプレー

を見ることができ，今まで気づかなかった課題を発見す

ることができたことがわかった。そして，どの場面でど

のようにプレーすれば良いかについて理解することによ

り，活動以後の授業ではプレーの向上が窺えたことがわ

かった。 

 

６．まとめと今後の課題 
本研究は，ICT 機器を活用しながら生徒がチームでプ

レーを分析する活動を取り入れたバレーボールの授業を

実践した。そして，単元の中に協働的なプレー分析の活

動を取り入れることで，その前後の生徒の意識の変容と

その分析活動の有効性について明らかにすることを目的

とした。 

事前調査と事後調査の比較から，特に不得意群におけ

る，バレーボールの愛好度，運動有能感，課題発見に関

する質問項目に対する肯定的な回答の割合が増加したこ

とがわかった。次に第８時の協働的なプレー分析の活動

を通して，生徒はチームで共有した攻め方，守り方を意

識しながら意図的なプレーをしようとしていることが窺

えた。それにより，より具体的に授業の振り返りができ

るようになったことがわかった。また，バレーボールが

苦手な生徒も自分が貢献できそうな役割を見つけること

ができ，バレーボールの楽しさに触れることができたこ

とがわかった。 
そして，事後調査における単元の振り返りでは， コー

ト全体を撮影した動画を仲間と協働的に，十分な時間を

使って考えることで，多角的にプレーを見ることができ，

今まで気づかなかったプレー中の課題を発見することが

できた。また，プレー分析の活動を通してどの場面でど

のように動けば良いかということを理解することができ

るため，動きの改善に効果があるということがわかった。 
 今後の課題としては，以下の２点が挙げられる。 

１点目は，話し合いの時間が足りなかったグループが

あったことである。今回の活動では，まず活動の趣旨や

作業の方法を説明した後に，動画でうまくいった場面と

うまくいかなかった場面を探すという作業を行った。そ

こで，動画でうまくいった場面やうまくいかなかった場

面を探す作業を反転学習のように事前にまずは自分で行

ってから授業に臨むことで，より話し合いの時間を十分

に確保することができることが考えられる。 

２点目は，チーム同士での分析の共有が少なかったこ

とである。今回の活動では，チームごとに話し合いをし，

考えをまとめさせており，第９時以降の授業においては，

教師が全体に提示した方がよいと判断した内容について

は生徒に説明をした。これは，生徒は自分たちのチーム

の戦術を相手チームに知られたくないのではないかと考

えたためである。しかし，ゲーム終了時にお互いのチー

ムの戦術を共有し合うなどの場面をつくることで，より

具体的な振り返りと動きの改善へつながるのではないか

と考えられる。 

今後も ICT 機器を活用しながら，生徒の学びがより良

いものになるような授業を行っていきたい。 
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